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「ノートに書く1時間」と
「記憶に集中する1時間」は、
まったく別物。
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テレビ番組の中で、東京大学出身の弁護士が、学生時代の話をしていました。

東京大学といえば、日本で最も合格が難しく、最難関の大学です。

当然、東京大学に合格する生徒は、日本屈指の「勉強のできる人」です。

弁護士になるためには、さらに難関があります。

「司法試験」という、日本で最も難しい国家試験に合格しなければいけません。

2年間の勉強は当たり前、人によっては合格までに10年以上かかるという人もいるようです。

弁護士になっている人は、みんな、司法試験に合格することが必須です。

そんな東京大学出身の弁護士が話していた、学生時代の勉強法で印象的だった内容がありました。

「授業中にノートを取ったことがない」という話でした。

一切ノートは取らずに勉強し、最も合格が難しい東京大学、最も難しいとされる司法試験にも合格して、弁護士になっていました。

番組の司会者は腹を抱えて大笑いし、会場のほかの視聴者も「信じられない」という様子でした。

完全に冗談で言っている、という雰囲気が漂っていました。

　

しかし、勉強効率の面から考えると、当然の方法です。

むしろ、それこそ本当に勉強をしている姿です。

　

さて、話は変わって、次に私の高校時代のあるクラスメートについて紹介します。

高校3年のとき、同じクラスに一生懸命に勉強しているにもかかわらず、成績の上がらない男の子がいました。

授業中は、先生が黒板に書く文字を一生懸命にノートに書き写します。

毎日、家で2時間は勉強していると言います。

私は彼と同じクラスだったので、彼の真面目な性格から嘘を言っている様子はありませんでした。

　

しかし、……、彼の成績は一向によくなりませんでした。

私より一生懸命に勉強している彼のほうが、私より成績が悪いのです。

どんな勉強法をしているのか聞いて、その理由がわかりました。

彼が言っている勉強とは「教科書をノートに書き写していること」でした。

彼が勉強していると言っている2時間は、実は教科書に書いていることをノートに書き写している時間のことでした。

ノートにたくさん字を書けば、いつの間にか理解して覚えることができ、勉強だと思っているようでした。

私は驚きました。

それは、まったく勉強ではありません。

文字のお稽古です。

本当の勉強とは「理解して記憶すること」のことを言います。

物事を噛み砕いて理解し、頭に記憶するのが、勉強です。

教科書をノートに書き写す作業の中には、理解も記憶もありません。

いつまでも成績が上がりません。

　

一方、授業中まったくノートを取らないという東大出身弁護士の話は、その逆です。

授業中に何をしていたのかというと、先生の話を必死で理解し、内容を記憶すること一点に努めていたのです。

成績がよくなりました。

「ノートに書くだけの1時間」と「記憶するための1時間」は、質が全然違います。

前者は「文字の稽古の1時間」であり、後者こそ「勉強の1時間」です。

あなたの勉強法を見直しましょう。

成績の悪さのほとんどは、頭が悪いのが原因ではなく、勉強法が悪いことが原因です。

勉強ができるのは、頭の善しあしではなく、勉強法の善しあしです。

正しい勉強法で勉強すれば、頭の善しあしは関係なく、必ず成績は上がるはずなのです。









成績が上がる勉強法（1）


	ノートに書く1時間より、記憶に集中する1時間を優先する。






原文：https://happylifestyle.com/4936







2






アウトプットは、
インプットが大前提。












[image: アウトプットは、インプットが大前提。 | 成績が上がる30の勉強法]






テストとは、覚えていることをどのくらいアウトプットができるかを、試す試験です。

今、覚えていること、理解できていることを試し、一般的に0から100のスコアで数値化します。

アウトプットをするために何が必要かといえば、当然、インプットです。

インプットができていないのに、アウトプットをしようとしても、できません。

知らないことを答えろと言われても、知らないものは知りません。

当たり前のことですが、わかっていない人が多いようです。

勉強の手始めに、問題集やテストから手をつける人がいます。

学習初期の段階で、どのような内容で問題が出題されるのか「雰囲気」をつかむために、問題集やテストをするならいいでしょう。

「出題の形式」や「傾向」をつかむために、初めに実際の模擬試験を受けて、雰囲気をつかむならかまいません。

　

しかし、受けるとしても、3回で十分です。

雰囲気、傾向、対策などをある程度つかめば、テストや問題集はしばらく休みましょう。

基本は、インプットです。

ひたすら教科書を読んで、インプットをします。

　
「インプット90パーセント」と「アウトプット10パーセント」です。
　

大きな偏りでかまいません。

教科書の隅々まで読んで、理解して、記憶します。

十分なインプットによって自信がついてから、問題集やテストに着手して、アウトプットの出来栄えを確認するのです。









成績が上がる勉強法（2）


	まず、徹底的に教科書を読んで理解し、インプットをする。






原文：https://happylifestyle.com/4935
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まず1冊の教科書を使って、
徹底的に勉強する。
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たくさんの参考書を使って勉強すれば、幅広い知識を身につけられると思います。

教科書だけでは物足りず、市販されている参考書、問題集、資料などに手を出します。

たくさんの本を買い揃そろえ、勉強します。

問題ないように思えますが、実は大問題です。

たくさん買った参考書のために、勉強する量が増えてしまうからです。

買い揃そろえた参考書や資料などが10冊もあれば、一度読み終わった本を読み直す余裕がありません。

どの参考書も中途半端な仕上がりになってしまいます。

これが、失敗する人の典型的な勉強法です。

勉強する際に大切なことは「まず1冊を完全に仕上げること」です。

10冊の本で勉強するより、1冊でいいですから「これだ」という本を徹底的に勉強します。

本の内容の善しあしにもよりますが、古臭い本でもいいですから、一般的に「王道」と評価されている本が好ましいでしょう。

理想はやはり、文部科学省認定の教科書です。

学校で使用する教科書は、文部科学省が何度もチェックを重ねて、仕上げた本です。

誤字脱字は当然なく、図、説明文、解説、内容も洗練されています。

無駄な説明がなく、必要な項目のみに絞り、ページ数が少なくても、内容は濃い本です。

試験に出る範囲を系統立てて整理してあり、学びやすいように配慮された1冊の教科書を、まず徹底的に勉強します。

自由に使える勉強時間が、10時間あるとします。

1時間1冊で、10冊を勉強するより、教科書1冊を10時間、徹底的に勉強するほうがいい。

その代わり、教科書に書かれていることは隅々まで理解し、暗唱できるほど覚えます。

まずはこれが、なにより基本となります。

たいていの場合、これで事足ります。

「練習問題も必要では？」

いいところに気づきました。

　

たしかに練習問題も必要です。

　

しかし、まずはインプットが大前提です。

徹底的にインプットをして、どのくらいインプットができているかをチェックするために、アウトプットである問題集を使います。

インプットをしていないのに、アウトプットである問題集に手をつけても時間の無駄です。

まず、教科書を徹底的に仕上げ、完璧なインプットを心がけましょう。

十分に理解やインプットをしてから、問題集や模擬試験に挑戦するのです。









成績が上がる勉強法（3）


	まず教科書1冊を、徹底的に仕上げる。






原文：https://happylifestyle.com/4947
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どんなに古臭い本でも
「王道」と言われる本を1冊は持っておくこと。
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どんなに古臭い本でも「王道」と言われる本を1冊は持っておくことが、学習の鉄則です。

私が以前受けた、IT関係の資格試験の話です。

本屋へ行った私は、勉強のために教科書を探していました。

資格対策のための教科書が2冊もあり、どちらを選んで勉強しようか迷っていました。

その2冊の特徴は、次のような内容です。

	 長年実績がある「王道」と言われる教科書（ページ数：少）


	 最近出た新しい教科書（ページ数：多）


目新しさ・ページ数・豊富な解説などから、私は「最近出た新しい教科書」を選んでしまいました。

これが失敗でした。

結論から言うと私は一度試験に落ちてしまいました。

最近出た新しい教科書で勉強したにもかかわらず落ちたのは、的外れの内容が多かったからです。

最新の内容を揃そろえているだけに、解説もページ数も豊富でしたが、テストに出題されない部分も目立ちました。

誤字脱字も多かった。

中には解説が間違っている部分さえもありました。

本に書いている内容が間違っていれば、試験にも合格できません。

間違った内容を覚えて受験すれば、本の内容をしっかり覚えていても間違えます。

私はその後、王道と言われる本を買い直して勉強した結果、あっさり試験に合格できました。

「王道」と言われる教科書のほうがページ数も少なく、説明も簡素ですが、その簡素さが逆にわかりやすく感じました。

長年の実績から、試験に必要な説明だけが絞られていました。

改版に改版を重ねていますから、誤字脱字も1つもありませんでした。

試験を受けて合格するために、必要な理解や事柄が系統立てて書かれています。

まさに聖書です。

「王道」と評価されている本は理由があります。

たくさんの人が使い、内容のチェックを通過した実績のある本ですから、そういう本は間違いなく購入したほうがいい。

試験に合格するためには、まず王道と言われる本を使って勉強することをおすすめします。

学校なら、文部科学省がチェックしている教科書そのもので結構です。

何度もチェックして改版を重ね、全国の生徒が使用して、実際に合格へと導いたという実績もあり、完成度の高い1冊です。

　

一方、社会人が各種資格の勉強をするなら、その分野の王道と言われる本を1冊探しましょう。

探すポイントは「古くても売れ続けているロングセラー」です。

実績や口コミで評価を得ている証拠ですから、内容もお墨付きなのです。









成績が上がる勉強法（4）


	どんなに古臭い本でも「王道」と言われる本を使って勉強する。






原文：https://happylifestyle.com/4928
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勉強には、
王道の5段階がある。
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勉強には、王道の5段階があります。

次の5つの段階順に勉強を進めるのが、一番効率よく、合格率も高くなります。

ここで紹介するのは、私が今まで研究して見つけた実績のある方法です。

事実、このやり方でたくさんの資格を取ってきました。

一挙公開します。

　


勉強の基本5段階


　

	全体像の把握


	理解


	記憶


	復習


	テスト


　





　

まず（1）から順を追って説明します。

教科書を読み進めるコツは、最初に全ページを一気に読み切ってしまうことです。

細かい内容の理解や記憶は、しなくてかまいません。

初めにしなければならないのは「全体像の把握」です。

「こうした内容、こうした問題、こうした流れで内容が進んでいくのか」という教科書の全体像を把握します。

目次も利用しながら、スピードを持って、最初から最後まで一気に読み進めます。

1段階目は、これで十分です。

内容の理解や記憶は、後回しで結構です。

1段階目の勉強は、あくまでも「全体像を把握するため」に、一気に読みます。

短くて1日で、長くても3日以内で、教科書全体を、スピードを出して一気に読み切ってください。

多少なりとも無限と思えた勉強の全体像が確認でき、精神的に楽になるでしょう。

全体像の把握は、2段階目に続く土台になります。

　

さて、次に、2段階目の勉強です。

1段階目の勉強は「全体像の把握」に重点を置いた勉強でしたが、2段階目の勉強は「理解」に重点を置きます。

時間をかけていいですから、各章、各項目をじっくり読み進めます。

とにかく内容の理解を心がけましょう。

2段階目には、1段階目とは違い、スピードはありません。

内容を理解するために、時間をかけていいですから、じっくり読み進めましょう。

わからないところがあれば、先生や友達に積極的に聞きます。

検索してウェブサイトで調べたり、辞書を使ったり、先輩に聞いてみたりします。

とにかく、理解に努めましょう。

続いて、3段階目の勉強です。

3段階目の勉強は「記憶」に重点を置きます。

1段階目の勉強では「全体像の把握」して、2段階目の勉強で「理解」に重点を置いた勉強でした。

次こそ「記憶」です。

今まで細かく覚えていなかった「名前」「年号」「場所」「特徴」などを細かく正確に記憶します。

「なぜ、3度目に記憶なのか」

ここが大切な点です。

理解と結びつけて勉強するためです。

2段階目の勉強で、きちんと理解できていれば、3段階目の記憶は効率がよくなります。

人間は暗記を苦手とし、覚えにくく、その上すぐ忘れます。

　

しかし、理解を伴った記憶は、覚えやすく、忘れにくくなります。

最初に理解をしておけば、記憶作業は効率よく進みます。

2段階目に「理解」、3段階目に「記憶」という順です。

この順は、最重要です。

「名前」「年号」「場所」「特徴」を理解に結びつけて、覚えていきましょう。

4段階目は、折り返し地点になります「復習」です。

2段階目の勉強で「抜けていた理解」や、3段階目の勉強で「抜けていた記憶」を復習して、穴埋め勉強をします。

記憶は、復習すればするほど、定着します。

短期記憶から、長期記憶へと変化します。

何度も復習を重ねて、抜けていた穴を徹底的に埋めましょう。

　
「完璧だ」と言えるほど何度も復習を重ねて、最後に5段階目の「テスト」です。
　

本番そっくりの模擬試験を受けて、ショックを受けてください。

あなたが完璧と思っても、模擬試験を受けると、意外な問題で点を落としてしまうでしょう。

自分でも気づかなかった穴を見つければ、2、3、4段階目に戻り、理解・記憶・復習をやり直します。

このサイクルを繰り返し、模擬試験でのスコアが80～90点を安定して取れるようになれば、試験勉強は完了です。

「本試験」を受けて、合格をつかみ取りましょう。









成績が上がる勉強法（5）


	勉強の王道5段階で、試験に合格する。






原文：https://happylifestyle.com/4934
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歴史は、
漫画を読んで流れをつかむ。
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賢い人は、まず漫画を読みます。

サボっているのではありません。

暗記の前に「流れをつかむこと」から始めます。

勉強には「理解」と「記憶」があります。

記憶の大前提は、理解です。

理解をして、初めて記憶できます。

理解を伴わずに記憶することを「暗記」といいます。

理解という流れが伴っていないので、暗記をして記憶ができても、すぐ忘れます。

記憶を保持するのは、流れであり、理解です。

流れも理解もできていない暗記は、記憶を保持するネットワークがないので、あっという間に忘れてしまいます。

勉強が上手な人は、まず理解をするために、流れがつかみやすい漫画を読みます。

歴史の教科書もいいのですが、あまりに淡々と事実だけが述べられ、登場人物の顔や喜怒哀楽までは記載されていません。

歴史漫画では、登場人物の顔がわかり、喜怒哀楽を通して物語が進んでいきます。

理解しやすく、覚えやすくなります。

日本史でも世界史でも、必ず「争い」が登場します。

「争い」の背景には、必ず「原因」と「結果」があります。

争うことになった原因と、争った後にどのような結果になり、世界にどのような影響を及ぼしたのかを、流れを追って理解します。

忘れにくくなります。

漫画を通して、大局的な歴史全体の流れをつかみます。

全体の流れをつかんでから、人の名前や年号などを細かく覚えていきます。

全体的な流れがつかめたら、歴史の教科書に戻り、人物の名前、年号などを細かく覚えます。

「森を見てから、木を見る」という勉強法は、すべての科目において普遍です。

漫画だからとはいえ、侮ってはいけません。

効率のよい勉強には欠かせない起爆剤になるのです。









成績が上がる勉強法（6）


	歴史は、漫画から読み始める。






原文：https://happylifestyle.com/4942
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100点を目指さない。

90点も取れれば十二分。
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試験合格を目指すとき、大切なことは「100点を目指さない」という姿勢です。

およそ、80点から90点を目指しましょう。

たいていの各種試験は、合格ラインを70パーセント～80パーセントとしています。

スコアが80点から90点を安定して取れれば、十分合格できるラインです。

　

では、なぜ100点を目指してはいけないのでしょうか。

膨大な時間がかかりすぎるからです。

時間対効果が、100点に近づくにつれ、薄くなります。

100点に近づくにつれ、反比例して、時間もかかるようになります。

一例として挙げれば、次のようなイメージです。

60点までは、20時間。

70点までは、40時間。

80点は、80時間。

90点は、160時間。

95点は、320時間。

100点は、1000時間。

これは単なる例の1つですが、ほとんどの試験において、この法則が当てはまります。

100点に近づくにつれて、勉強時間が必要です。

安定して合格を取りたければ、80点から90点を目指すことです。

90点から95点を目指そうと思うと、倍以上の時間がかかります。

95点から100点は、もう計り知れない勉強量が必要です。

もちろん試験に応じて合格ラインが異なりますので、状況に応じて判断しましょう。

大切なことは「とにかく100点は目指すな」ということです。

100点を目指す時間があれば、ほかの試験勉強に時間を回したほうが、得策です。

90点も取れれば十二分であり、実質100点と思っていいくらいなのです。









成績が上がる勉強法（7）


	100点を目指さないようにする。






原文：https://happylifestyle.com/4922
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基本5科目
「英国理数社」より
はるかに重要な、
「自分」という科目がある。
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大学受験では、早く志望校が決まった人ほど、合格率も高くなる結果があります。

事実、本当です。

合格に必要な科目がわかり、早い段階から試験対策を進めることができますから、合格率も高くなります。

受験日までに必要な勉強を絞ることができるので、エネルギーや時間も無駄が少なくなります。

虫メガネのように、集中とエネルギーは一点に絞るほど、高い効果を発揮します。

自分の進むべき道を決めることで大学が決まり、進むべき大学が決まることで必要な勉強がわかります。

　

さて、ここからが本題です。

勉強以上に大切なことが、そろそろ見えてきませんか。

あなたは「将来、何がしたいのか」という人生の大きな目的です。

何がしたいのかという目的がなければ、必要な職業や道もわかりません。

進む道を選ぶことができなければ、行くべき大学もわからず、必要な勉強もわかりません。

広く浅くという勉強では、勉強量が膨大になるためスコアが取れず、逆にどんな試験にも合格できなくなります。

まず、自分について徹底的に考えます。

「英国理数社」という基本5科目より、はるかに重要な科目があります。

「自分」という勉強です。

自分の好きなこと・やりたいこと・夢を、はっきりさせることです。

夢を紙に書き、明確にして、夢を達成するために、必要な目標を掲げます。

早く大学を決めることができ、勉強における必要な科目を絞れます。

ゆえに、合格率も高くなります。

合格する人は、自分の人生の目的を語ることができます。

私が小学生のころ「動物博士」と呼ばれる友達がいました。

実家が魚屋さんで、小さなころから生き物に触れているため、魚のみならずさまざまな動物に興味を示して、本を読んでいました。

結局その人は、今、動物病院の先生になっています。

早い時期から「動物に関わる仕事がしたい」夢があったので、必要な勉強を絞ることができ、ストレートで大学に合格しました。

動物病院の先生になるという夢を達成することができたのです。









成績が上がる勉強法（8）


	「将来何がしたいのか」という夢を、決める。






原文：https://happylifestyle.com/4951
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勉強は、
夜より、
朝する。
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合格する人は、勉強を夜より朝にします。

「夜のほうが、静かで勉強しやすい」

おや、本当でしょうか。

自分の生活を変えたくないからと、言い訳していませんか。

夜には面白い番組があり、ついテレビを見てしまいます。

携帯電話が鳴って、気づけば長電話をしてしまいます。

日中の疲れもたまり、頭の回転も鈍くなる時間です。

あげくの果てには、眠気が襲ってうつらうつらし始め、勉強どころではなくなります。

夜は、勉強の邪魔になる要素が、てんこ盛りです。

「勉強しているのに、なかなかはかどらない」

そういう人に限って、夜、勉強しています。

そもそも夜は、最もはかどらない時間帯です。

勉強の中心を夜にしているかぎり、本来の集中力を発揮できません。

勉強の時間を、夜から朝にしましょう。

朝は、1日の中で最も邪魔が少ない時間です。

早朝なら、テレビ番組はまだ始まっていません。

みんなが寝ている時間ですから、携帯電話が鳴ることもありません。

朝日は、夕日とは違い、すっきりした気分にさせてくれ、元気が出てきます。

「でも、やはり朝は眠い…」

それは、睡眠時間が少ないからではないでしょうか。

睡眠時間が、7時間以下ではありませんか。

睡眠時間は、必ず7時間以上取りましょう。

勉強ができる人は、睡眠時間はたっぷり取ります。

ぐっすり寝て、疲れが取れれば、朝はむしろ一番快調になる時間帯です。

それでもなかなか眠気が取れなければ、朝にシャワーをさっと浴びたり、コーヒーを1杯飲んだりしましょう。

近場の24時間ファストフードに、勉強場所を移動してもかまいません。

この朝の快感は、一度知ると、やめられません。

私はいつも、早朝から本を書き始めます。

いつも4時ごろに起きて、近場の24時間レストランで執筆します。

「大変ですね」という声が飛んできそうですが、全然大変ではありません。

朝ですから疲れもなく、人も少ないので集中でき、夜に比べればはるかに楽です。

朝の1時間は、夜の3時間にも4時間にも匹敵します。

朝の快感を知ると、仕事・勉強・作業が、すごいスピードで進むのです。









成績が上がる勉強法（9）


	勉強は、夜より、朝する。






原文：https://happylifestyle.com/4943
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本当に勉強ができる人は、
ノートを取らず、
教科書に書き込む。
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本当に勉強ができる人は、ノートを取りません。

あらゆる試験は、教科書の範囲内しか出ません。

本来、教科書をしっかり理解できていれば、十分合格するはずです。

　

たとえば、300ページの教科書があるとします。

量が多いとはいえ、たかが300ページです。

「この300ページを勉強するだけで合格する」と思えば、気持ちも楽になりますし、事実そうです。

もしノートを取ってしまうと、どうなるでしょうか。

勉強量が増えてしまいます。

　

たとえば、ノートを100ページ、取ったとします。

「教科書300ページ＋ノート100ページ」、つまり計400ページまで勉強量が膨れ上がってしまいます。

ノートを取るほど、復習する量が増えます。

逆に成績が落ちます。

ある人は、こういう理由でノートを取ります。

「先生が大切なことを言ったからノートに書きとめる」

そういうときは、ノートに書きとめるのではなく、教科書に直接書き込みましょう。

　

たしかに教科書とはいえ、わかりにくい説明もあります。

わかりにくい内容に補足を加えるように、教科書の余白に書き込めばいい。

気づいたこと、感じたこともすべて、教科書に書いてしまいます。

復習の際、教科書を読むと同時に補足にも目を通すことになり、理解の助けになります。

万が一、ノートがどうしても必要になれば、友達が書き写したノートを借りて、コピーすればいいだけの話です。

またある人は、こう言います。

「教科書に書いていない重要なことだから、ノートに書きとめる」

教科書に書いていないことをノートに書いても、試験の範囲外なので、覚える必要はありません。

大切そうだと思って、試験に出ない内容まで覚えると、余計に時間が必要です。

「え？　じゃあノートを取らなければ、授業中は何をしていればいいの」

先生の話をじっくり聞いて、理解し、記憶します。

100パーセント、授業に集中です。

それが本来の授業です。

皆さんは、先生が黒板に書いていることをノートに書き写すことが勉強だと勘違いしていませんか。

ノートを書いてもそれは、勉強ではなく、書写です。

書写をしても成績が上がりません。

よくなるのは、文字がきれいに書けるようになるだけです。

一生懸命にノートに書いている人に限って、ノートも清書書きのようにきれいに書いています。

本当の勉強とは、理解して、記憶することです。

その軸が、ブレないように気をつけましょう。

勉強ができる人ほど、ノートを取らないのです。









成績が上がる勉強法（10）


	ノートを取らないようにする。






原文：https://happylifestyle.com/4950
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ノートオタクにならないこと。
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どうしてもノートが必要なら、ノートを用意してもいいでしょう。

基本は、教科書に書き込むという姿勢です。

　

しかし、思わぬ大切な情報を、先生が黒板に書き始めるということも少なくありません。

ささいなポイントなら、教科書に直接書き込めばいいでしょう。

大きな関係図になると、教科書の余白に限りがあるため、書ききれません。

そういうときは、ノートに書くしかないので、ノートを最大限に活用しましょう。

　

しかし、間違っても、ノートオタクにならないよう注意しましょう。

ノートオタクとは、次のような人のことです。

	何でもノートに書きとめる人


	きれいな字で書きとめる人


何でも書きとめる必要はまったくありません。

本当に大切なところだけ、書きとめるだけで結構です。

きれいな字で書きとめる必要もありません。

きれいな字で書くことに集中してしまうと「勉強」ではなく「文字の稽古」になります。

必要な事柄を忘れないように書きとめておくのが、ノートです。

英語でnoteとは、名詞では「ノート」という意味ですが、動詞では「書きとめる」という意味があります。

覚える時間が十分にないので、忘れないようにノートに書きとめます。

覚える時間がないくらいですから走り書きになり、当然、ノートの字は汚くなるはずです。

自分のためのノートですから、自分だけが読める字でいい。

ノートが、きれいな人をときどき見かけます。

ノートをきれいにとっていると、先生や友達から褒められ、一生懸命に勉強していると思われます。

　

しかし、実際は一生懸命に勉強ではなく、文字の稽古をしているだけです。

きれいに書くことが目的ではなく、後から復習することが目的です。

字は汚くても、まったく問題ありません。

先生が一瞬口にしたポイント、教科書には書ききれない大きな図などを、ノートにさっと書き込むのです。









成績が上がる勉強法（11）


	ノートオタクにならないようにする。






原文：https://happylifestyle.com/4949



